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LAMP法による甲殻類病原性ウイルスの

検出方法及び検出試薬キット

連 絡 先

クルマエビ類に発生する急性ウイルス血症（PAV）、タウラ症候群（TSV）、伝染性皮
下造血器壊死症（IHHNV）およびイエローヘッド病（YHV）は強い病原性を持つウイ
ルスである。特に後３者は特定疾病に指定されており、海外からのウイルス伝播を防ぐ
ために、高感度定量検出法の開発が急務となっている。そこで、高感度検出法である定
量LAMP法を用いて、これらエビ病原ウイルスの検出方法及び検出試薬キットを開発し
た。

本発明は、定量LAMP法を確立することによって、病エビの感染の有無ならびに感染の
程度を知ることが可能となった。このことによって、ウイルスの蔓延防止や病気の予防に
貢献できる。
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